
到達目標
B

到達目標
C

各種トランジスタ
の構造・動作原理
を解説することが
できる

バイポーラトランジ
スタの構造・動作
原理について解説
することができる

バイポーラトランジ
スタの構造・動作
原理について説明
することができる

バイポーラトランジ
スタの構造は理解
しているが動作原
理まで理解していない

バイポーラ
トランジスタが
どういうものか
理解していない

電流帰還バイアス
回路を設計し値を
求めることができる

電流帰還バイアス
回路の設計につい
てヒントがあれば値
を求めることができる

電流帰還バイアス
回路の設計につい
てある程度示してい
れば設計値を求める
ことができる

電流帰還バイアス
回路の設計につい
て助力があれば
値を求めることがで
きる

到達目標
D

各種バイアス回路
の動作原理を
理解し、解説
することができる

各種バイアス回路
の動作原理を
説明することが
できる

各種バイアス回路
の動作原理は
理解しているが
説明ができない

各種バイアス回路
の動作原理を
ある程度理解して
いる

各種バイアス回路
の動作原理を
理解していない

到達目標
E

電流帰還バイアス
回路の設計につい
て助力があっても値
を求めることが出来
ない

なし

【科目の目的】

この科目の学習目的は、アンプなどを主体とした、電子機器の基礎的な原理や基本動作について学びます。半導体素子やトランジスタ・抵抗器・点滅器などを使
用した、電子回路の基本概要や基礎知識についてしっかりとした理解を深める事を目指します。テクノロジー技術を学ぶ上で最低限必要なトランジスタやダイ
オードなど半導体素子の特性を中心に基礎知識を習得し、電気工事に必要な強電回路だけでなく、弱電と呼ばれる電子制御技術に必要な、電子回路の概要につい
て学びます。

【科目の概要】

授業計画 電子回路に使われる半導体回路の基礎理論について学びます。物質を構成する原子について半導体の構造を学びます。次に電流の流れる方向を一定にす
るダイオード、電気を増幅するトランジスタ、太陽電池やセンサーなどについて学びます。最後に基礎的なトランジスタ増幅回路の設計計算について学んでいき
ます。

【到達目標】

習得した知識と技術を実際に社会で活用し、下記ができること。
 ・現場測定器（テスター）など用いて電子回路の簡単な初期故障状況を調査できる。
 ・半導体素子の動作を物理学・化学の知識を用いて説明できる。
 ・半導体素子などを使った回路図を読み取り計算する事ができる。
 ・初歩的な半導体回路を作ってみせることができる。

【授業の注意点】

授業時数の４分の３以上出席しない者は定期試験を受験することができない。数学、物理学・化学の基礎知識と社会人としての初歩的なコミュニケーション技能
を前提とする。授業態度について厳しく指導します。途中退出は目的を明らかにし事前に許可を得ること。授業開始１０分前には準備を整えて、落ち着いて授業
に参加できるようにすること。

2024

学期 前期

単位数 4 種別※ 講義電子・電気科 電気工事コース １年次 必／選 必 時間数 60

よい

到達目標
A

電子・原子について
どのような構造かを
解説することができる

電子・原子について
解説することはでき
ないが説明すること
はできる

半導体の構造
仕組みについて
解説することができる

半導体の構造
仕組みについて
解説はできないが
説明はできる

科目名 電子回路１

英語科目名

学科・学年

担当教員 森田　秀之 教員の実務経験 あり 実務経験の職種

評価基準＝ルーブリック

ルーブリック
評価

レベル５ レベル４ レベル３ レベル2 レベル１

要努力

年度

ふつう あと少し
電子・原子について
説明はできないが
理解はしている

電子・原子について
説明はできないが
ある程度は
理解している

電子・原子について
まったく理解していない

半導体の構造
仕組みについて
説明はできないが
理解はしている

半導体の構造につ
いては理解している
が仕組みについて
は理解していない

半導体の構造
仕組みについて
理解していない

【教科書】
First Stageシリーズ　電子回路概論

【参考資料】

【成績の評価方法・評価基準】
試験：80％試験を総合的に評価する。小テスト：10％授業内容の理解度を確認する。平常点：10％積極的な授業参加度、授業態度
によって評価する。

※種別は講義、実習、演習のいずれかを記入。

優れている



回数
評
価
自
己

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

自己評価：S：とてもよくできた、A：よくできた、B：できた、C：少しできなかった、D：まったくできなかった

備考 等

整流ダイオードについて理解する

ツェナーダイオードの動作原理について理解する

LEDの動作原理について理解する

バイポーラトランジスタの構造を理解する

2

2

2

2

2

固定バイアス回路の回路図を理解する

固定バイアス回路の設計値を求めることができる

トランジスタの特性について理解する

hパラメータとは何かを理解する

ｈパラメータを使用し適性値を解読できる

二電源式バイアス回路の概要を理解する

動作原理を理解する

何故電流が増幅するのか原理を理解する

固定バイアス回路の概要を理解する

真性半導体とは何かを理解する

2ｎ形半導体とは何かを理解する

ｐ形半導体とは何かを理解する

ｐｎ接合半導体とは何かを理解する

ｐｎ接合半導体

ｐｎ接合半導体

絶縁体について

半導体について

真性半導体

ｎ形半導体

ｐ型半導体

ｐｎ接合半導体

ｐｎ接合半導体 2ドリフト電流について理解する

拡散電流と拡散電位とは何かを理解する

自由電子と正孔の関係を理解する

2空乏層が起きる条件を理解する

順方向と逆方向との電流・電圧の関係を理解する

年度 2024

英語表記

2

自由電子について 電流と自由電子について理解する

導体について 導体とは何かを理解する

2絶縁体とは何かを理解する

半導体とは何かを理解する

物質について 原子・電子などの物質について理解する

自由電子について 電流と電荷について理解する

授業テーマ 各授業の目的 授業内容 到達目標＝修得するスキル

1 物理学

2

学期 前期

科目名 電子回路１

バイポーラトランジスタによる電流増幅を理解する

バイポーラトランジスタの使用用途について理解する

半導体 ｐｎ接合

2 伝導体
導体
半導体
絶縁体

3 半導体 半導体

4

物質について

2電子回路素子を使用したものが電子回路であることを理解する

各種増幅器について理解する

評価方法：1.小テスト、2.パフォーマンス評価、3.その他

設計条件に基づきベース抵抗を求めることができる

設計条件に基づきブリーダ抵抗を求めることができる

2設計条件に基づきバイパスコンデンサの値を求めることができる

設計条件に基づき電流帰還バイアス回路を設計することができる

電子を使用した弱電回路であることを理解する

設計

設計

演習

電子とは

電子回路とは

各種回路について

電流帰還バイアス回路
電流帰還バイアス回路の各抵抗値にかかる電圧・電流を求めることがで
きる

設計 設計条件に基づきエミッタ抵抗を求めることができる

設計条件に基づきコレクタ抵抗を求めることができる

電流帰還バイアス回路の概要を理解する

2電流帰還バイアス回路 電流帰還バイアス回路の動作原理を理解する

設計

設計

2

電流帰還バイアス回路

7 半導体素子 トランジスタ

8 半導体素子 トランジスタ

9

自己バイアス回路の回路図を理解する

自己バイアス回路の設計値を求めることができる自己バイアス回路

自己バイアス回路の概要を理解する自己バイアス回路

自己バイアス回路

電子回路
二電源式
バイアス回路

ダイオード

ダイオード

NPN形トランジスタ

NPN形トランジスタ

NPN形トランジスタ

ｈパラメータ

ｈパラメータ

ｈパラメータ

二電源式バイアス回路

二電源式バイアス回路

二電源式バイアス回路

固定バイアス回路

固定バイアス回路

固定バイアス回路

ｐｎ接合半導体

ダイオード

5 半導体 ｐｎ接合 ｐｎ接合半導体

6 半導体素子
ｐｎ接合
半導体素子

まとめ まとめ

13 電子回路 電流帰還バイアス回路

14 電子回路 電流帰還バイアス回路

15

電子回路 電流帰還バイアス回路

10 電子回路 固定バイアス回路

11 電子回路 自己バイアス回路

12


